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マ
ク
ド
難
民
予
備
軍

仕
事
や
住
ま
い
を
失
い
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
深
夜
営

業
の
居
を
渡
り
歩
い
て
夜
を

明
か
す
「
マ
ク
ド
…
難
民
」
。

大
阪
で
そ
う
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
増
え
た
の
は
、
多
く
の

企
業
で
非
正
規
社
員
の
採
用

が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

低
賃
金
に
苦
し
み
、
い
つ
職

を
奪
わ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
。
そ
ん
な
不
安
を
抱
え
る

マ
ク
ド
難
民
の
「
予
備
軍
」

も
多
い
。

夜
明
け
前
の
寒
さ
が
し
み
る

午
前
5
時
前
、
大
阪
市
天
王
寺

区
の
近
畿
日
本
鉄
道
.
「
大
阪
上

本
町
駅
」
入
り
口
の
ド
ア
が
開

く
4

古
び
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

込
ん
だ
男
性
た
ち
が
ぽ
つ
り
ぽ

つ
り
と
現
れ
、
ホ
ー
ム
の
待
合

室
に
入
っ
て
い
く
。
し
ば
ら
く
.

す
る
と
、
い
す
に
座
っ
た
ま
ま

眠
り
に
落
ち
た
。

電
車
の
発
着
を
告
げ
る
放
送

が
頻
繁
に
流
れ
、
通
勤
の
会
社

員
た
ち
が
自
の
前
を
慌
た
だ
し

く
通
る
。
そ
れ
で
も
、
起
き
る

「駅寝」が日常
気
配
は
ま
っ
た
く
な
い
。

貧
乏
控
付
の
若
者
た
ち
が
、

宿
泊
費
を
削
る
た
め
に
駅
で
寝

る
こ
と
を
「
駅
寝
」
と
呼
ぶ
。

そ
れ
が
日
常
の
生
活
に
な
っ
て

い
る
男
性
た
ち
だ
。

通
勤
の
人
並
み
が
途
絶
え
た

午
前
日
時
半
ご
ろ
、
一
人
の
男

性
(
却
)
が
目
を
覚
ま
し
た
。

派
遣
で
働
き
な
が
ら
、

1
年

の
大
半
を
駅
で
寝
る
生
活
を
叩

年
あ
ま
り
続
げ
て
い
る
。
「
稼

ぎ
が
悪
す
ぎ
て
ア
パ
ー
ト
な
ん

か
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
わ
」

カ
メ
ラ
用
品
の
工
場
に
勤
め

て
い
る
。
時
給
8
0
0円
で
1

日
6
時
間
。
週
3
5
4日
し
か

仕
事
が
な
い
の
で
、
月
収
は
6

万
円
ほ
ど
だ
。

働
く
日
は
、
工
場
が
あ
る
大

阪
市
郊
外
ま
で
片
道
2
0
0円

の
切
符
を
買
っ
て
駅
に
入
り
、

昼
ま
で
寝
て
か
ら
工
場
に
向
か

う
。
仕
事
が
終
わ
る
と
、
こ
の

駅
ま
で
戻
り
、
そ
の
ま
ま
改
札

を
出
ず
に
ホ
l
ム
か
待
合
室
で

過
ご
す
。

終
電
が
発
車
す
る
午
前
0
時

す
ぎ
に
駅
の
ド
ア
が
閉
ま
る
の

で
、
い
っ
た
ん
外
に
出
る
。

「
路
上
で
寝
る
と
襲
わ
れ
る
の

が
怖
い
」
か
ら
、
難
波
駅
近
く

ま
で
初
分
歩
き
、
新
古
書
庖
ブ

ッ
ク
オ
フ
で
時
聞
を
つ
ぶ
す
。

包
時
間
営
業
の
ス
ー
パ
ー
「
玉

出
」
で
、
朝
食
と
夕
食
用
に
安

売
り
弁
当
を
二
つ
買
っ
て
、
午

前
5
時
ご
ろ
駅
に
戻
る
。

疲
れ
が
た
ま
る
の
で
、
週
に

2
日
は
個
室
ビ
デ
オ
居
に
泊
ま

る
。
稼
ぎ
の
中
か
ら
、

1
日
1

5
0
0円
(
日
時
間
)
出
し
、

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ソ
フ
ァ
ベ

ッ
ド
で
寝
る
。

1
杯
1
0
0円

の
コ
ー
ヒ
ー
で
毎
晩
を
過
ご
す

「
マ
ク
ド
難
民
」
よ
り
も
、
少

し
は
楽
だ
と
い
う
。

も
と
は
大
阪
の
町
工
場
の
め

フ
き
職
人
で
、
正
社
員
だ
っ

た。

ω年
代
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ

ル
他
で
中
小
企
業
が
つ
ぶ
れ
、
，

生
き
残
ろ
う
と
す
る
会
社
は
中

固
な
ど
に
工
場
を
移
し
始
め
‘

た
。
職
を
失
い
、
三
洋
電
機
の

製
品
を
倉
庫
か
ら
出
し
入
れ
す

る
住
事
に
あ
り
つ
い
た
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
窪
理
の

仕
事
で
転
々
と
し
て
い
る
。
収

入
が
急
減
し
、
ア
パ
ー
ト
を
出

て
駅
で
寝
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
だ
げ
節
約
し
て
も
、
お
金

は
一
向
に
た
ま
ら
な
い
。
コ
」

の
生
活
を
い
つ
ま
で
続
げ
ら
れ

る
か
」
。
不
安
だ
げ
が
募
る
。

技
能
や
待
遇
低
い
ま
ま

非
正
規
社
員
た
ち
の
希
望
が
態
で
人
減
ら
し
を
し
な
げ
れ
ば

み
え
な
い
の
は
、
低
賃
金
だ
げ
な
ら
な
く
な
っ
た
時
の
た
め

が
理
由
で
は
な
い
。
に
、
い
つ
で
も
切
り
捨
て
ら
れ

「
べ
主
D
士
事
立
長
ヨ
き
冬

5
「
霊
目
う
司
童
手
-
=

派遣を転々

門
学
校
を
出
て
派
遣
会
社
の
正

社
員
に
な
り
、
日
立
製
作
所
の

子
会
社
で
鉛
年
ま
で
7
年
間
働

い
た
が
、
事
業
の
縮
小
に
と
も

な
う
人
減
ら
し
に
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
約
初
年
、
正
社
員
の
働

き
寸
」
争

4
A
Z
P
X
-ミ
-
ミ
コ
h
u
h
2
0
・

大
学
な
ど
名
の
遇
っ
た
職
場
は

多
か
っ
た
が
、
与
え
ら
れ
た
の

は
、
郵
便
物
の
社
内
配
達
や
コ

ピ
l
取
り
な
ど
の
単
純
な
仕
事

が
大
半
だ
っ
た
。
印
歳
が
近
づ

く
い
ま
も
、
勤
め
先
の
評
価
は

C
1
可
4
1
J
H
-
2
4昔
.
，
事

A
F
-
-
J
r
-
q
L
〉

な
く
転
換
す
る
」
と
み
る
。

M
W
年
の
報
告
書
を
ま
と
め
た

元
日
経
連
労
政
部
長
の
小
柳
勝

二
郎
氏
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
激
佑
や
邸
歳
ま
で
の
雇
用
義

務
他
な
ど
企
業
の
経
営
環
境
が

終電前、駅の待合室で眠る男性=13
日午後10時47分、大阪市天王寺区
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員
た
ち
が
目
¢
翫
を
慌
た
だ
し

く
還
る
。
そ
れ
で
も
、
起
き
る

終電

日午

第2部雇用と成長国にっぽん

門
学
校
を
出
て
派
遣
会
社
の
正
大
学
な
ど
名
の
通
っ
た
職
場
は
な
く
転
換
す
る
」
と
み
る
。

技

能

や

待

遇

低

い

ま

ま

一

社

員

に

な

り

、

日

立

製

作

所

の

多

か

っ

た

が

、

与

え

ら

れ

た

の

差

の

報

告

書

を

ま

と

め

た

子
会
社
で
凶
年
ま
で
7
年
間
働
は
、
郵
便
物
の
社
内
配
達
や
コ
元
日
経
連
労
政
部
長
の
小
柳
勝

非
正
規
社
員
た
ち
の
希
望
が
態
で
人
減
ら
し
を
し
な
け
れ
ば
い
た
が
、
事
業
の
縮
小
に
と
も
ピ
1
取
り
な
ど
の
単
純
な
住
事
二
郎
氏
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

み
え
な
い
の
は
、
低
賃
金
だ
げ
な
ら
な
く
な
っ
た
時
の
た
め
な
う
人
減
ら
し
に
あ
っ
た
1

そ
が
大
半
だ
っ
た
。
印
歳
が
近
づ
の
激
化
や
邸
歳
ま
で
の
雇
用
義

が
理
由
で
は
な
い
。
に
、
い
つ
で
も
切
り
捨
て
ら
れ
れ
か
ら
約
加
年
、
正
社
員
の
働
く
い
ま
も
、
勤
め
先
の
評
価
は
務
他
な
ど
企
業
の
経
営
環
境
が

「
い
ま
の
住
事
は
来
月
で
終
る
「
雇
用
の
調
整
弁
」
と
し
て
き
口
は
な
く
、
墓
尽
や
仙
台
で
新
卒
の
若
者
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
大
き
く
変
わ
り
、
雇
用
の
枠
組

わ

り

ま

す

」

っ

か

わ

れ

て

い

た

。

8
カ
所
、
非
正
規
社
員
と
し
て
ら
な
い
。
「
ク
ピ
に
な
ら
な
い
み
を
援
本
的
に
見
直
す
時
期
に

東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0

い
ま
働
い
て
い
る
愛
知
県
の
働
い
て
き
た
。
こ
と
を
祈
る
だ
げ
。
非
正
規
社
来
て
い
る
」
ど
い
う
。
た
だ
、

1
1年
3
月
末
、
群
馬
県
内
で
自
動
車
-
部
品
工
場
で
も
契
約
期
コ
ダ
ッ
ク
や
ニ
チ
レ
ィ
、
日
員
な
ら
だ
れ
で
も
、
マ
ク
ド
難
「
失
業
者
ら
が
新
た
な
技
能
を

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
子
会
社
の
聞
は
5
カ
月
だ
っ
た
。
い
つ
ま
本
郵
船
の
子
会
社
、
明
治
学
院
民
に
な
る
心
配
が
あ
る
」
学
ん
で
再
び
雇
用
市
場
に
戻
れ

自
動
車
部
品
工
場
で
働
い
て
い
た
首
を
切
ら
れ
る
か
~
不
安
が

l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-ー
る
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
l
ネ
ッ

た
男
性
(
U
)は
、

派

遣

会

社

か

尽

き

な

い

。

安

定

し

た

職

に

つ

ト

を

同

時

に

整

備

し

な

い

と

、

ら
電
話
で
「
ク
ピ
」
を
告
げ
ら
き
た
い
が
「
遅
か
ら
按

ι
格

差

生

ん

だ

規

制

緩

和

(

格

差

都

大

を

生

ん

だ

)

前

回

れ
た
。
震
災
で
自
動
車
メ
l
カ

す

の

は

難

し

い

」

と

訴

え

若

と

同

じ

こ

と

を

繰

り

返

し

か

ね

l
の
生
産
が
止
ま
っ
た
あ
お
り
正
社
員
へ
の
壁
は
高
い
。
非
非
正
規
社
員
が
広
が
る
契
機
小
泉
政
権
で
厚
生
労
働
相
を
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

で
、
人
件
費
を
削
る
た
め
に
派
正
規
の
仕
事
は
単
純
作
業
が
多
は
、

ω年
代
後
半
の
「
派
遣
の
務
め
た
坂
口
カ
氏
は
「
戦
後
最
(
中
川
仁
樹
、
編
集
委
員
・
西
井
泰

遣
社
員
1
3
0人
を
す
べ
て
解
く
、
経
験
や
技
能
が
身
に
つ
か
原
則
自
由
化
」
だ
っ
た
。
悪
の
水
準
の
失
業
率
が
続
く
な
之
)

雇
す
る
と
い
う
。
な
い
。
将
来
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
正
社
員
の
終
身
雇
用
を
柱
に
か
で
、
ど
ん
な
形
で
も
い
い
か

そ
れ
ま
で
9
カ
月
働
い
て
い
プ
に
も
つ
な
げ
ら
れ
な
い
。
し
た
「
日
本
型
経
営
」
の
限
界
ら
働
く
揚
を
、
と
考
え
た
。
業

た
が
、
契
約
は
1
カ
月
ご
と
に
仙
台
市
の
非
正
規
社
員
の
男
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
日
本
経
営
績
が
戻
れ
ば
、
企
業
は
ま
た
正

更
新
さ
れ
て
い
た
。
不
測
の
事
性
(
幼
)
も
そ
う
だ
。
地
元
の
専
者
団
体
連
盟
(
い
ま
の
経
団
社
員
を
増
や
す
と
期
待
し
た
」

川
U
1
l
u
u
u什
叶
組
問
削
E
劃
司
」
連
)
が
弱
年
、
墾
轟
「
新
時
と
、
後
に
誤
算
を
認
め
た
。

伊
配

h
副
川
酎
佐
世

pi回
歳
一
代
の
『
日
本
的
経
営
』
」
で
非
民
主
党
政
権
は
規
制
緩
和
の

時

以

調

減

山

町

山

町

引

晴

1
1
J
E
E
5
4
4
5員
一
正
規
社
員
の
活
用
を
提
案
す
る
流
れ
を
変
え
よ
う
と
し
た
が
、

雌
錦
町
淑
回
目
ニ
日
」
号
i
M
歳
一
と
、
規
制
緩
和
柔
め
る
声
が
目
立
っ
た
成
果
は
上
げ
ら
れ
な

見
比
ヴ
・
・
園
田
量
叩
‘
番
司
司
当
1
ι
5
3・E
一
'
強
ま
っ
た
。
専
門
職
こ
限
定
さ
か
っ
た
。
政
権
が
自
民
党
に
戻

志
働
日
山
町
白
川
」
自
問
E
E羽
1
2一

1

j

u

時

矧

一

回

目

E
E
E
I髄
f
f
E
E羽

1
4
歳
一
れ
で
し
た
派
遣
が
卯
年
原
貝
り
、
厚
労
省
幹
部
は
「
規
制
強

聞

知

的

一

凶

日

間

以

齢

目

E
;一

目
さ
れ
、
家
政
権
時
代
他
か
ら
規
製
和
へ
と
間
違
い

細
川

h
l
u
u
U則
的

3
3
4
L
i
J
:
一
の
似
年
に
は
製
造
業
に
も
解
禁

明
三
回
目
白

d
Eぉ

i
呈
さ
れ
た
。

師

一

木

E
E
-
O
は
・
一

1
1
ト
し
一

崩

U
.
一
一
・

1

・E
位

収

悶

』

劃

酎

魁

叩

'
h
M
W

歳
一
当
時
は
、
「
雇
用
の
流
動

一-

-

-

E

L

R

n

E

E

E

E

E

J

畑
劉

υ-

・E引
の

司

司

書

司

一

化

」

や

「

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

に

〉

¥

・

E
o
員

一

人

匝

船

E
E一部
5
四
歳

草
刈
一
一
一
ー
一
.
回
れ
畑
町
一
川

1
1

あ
っ
た
働
き
方
」
と
い
っ
た
規

民

組

問

一

」

ω
鴇

田

両

Em5管
制
緩
和
の
利
点
ば
か
り
が
強
調

諒
川
知
叫
叫

0
2釦
叫
叫
o

さ
れ
た
。
だ
が
次
第
に
問
題
点

-

が

浮

き

彫

り

に

な

っ

て

き

た

。

1:'" 

.e謹
よねりに
う?しイス
に戦てチポ
な倦む日~=r 2 ~ 
コ・ヮ~I~ - v' 
たみ万之内甘2ケ ι

んん立酸.， 1 
だなソーム L

親
し
ま
れ
る

次回は、社内失業者を集め

た「追い出し部屋」につい
て、法的な問題点などを現場
の事例をもとに検証する。

<> <> <> 
記事へのご意見などをメー

ルアドレス (keizai@asahi.
Com)までお寄せください。


